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被服材料の機械的性質について一破裂試験による抗ラン性の一評価一一･一一

京都女大家政　　○北田總雄　大目木幸子

　目的　近年、日常生活におけるニット製品の需要が目立っている。ニット製品は、編地

が曲線的な多孔性のループ構造を持つことに起因して、ピル、ラン、スナックが発生する

という欠点がある。このうち、ピリングおよびスナックについては、試験、評価法が標準

化されてJ I S規格になっているが、ラダリングについては自主規格の域を脱していない

ようである。本研究は、ニット製品の機械的性質のうち、抗ラン性について、破裂試験を

応用して試験、評価することを試みた。

　方法　試料には、ニット製品の品質項目中とりわけ抗ラン性が重視されるパンティスト

ッキング（以下P Sと記す）を用い、市販のウーリータイプ５種とサポートタイプ３種を

用意した。まず、P Sを着用して主要部位の伸び量を実測し、その結果から着用時の部位

に相応する所要量の伸びを事前にあたえた円形の試験片を用意する。次に、試験片の中央

部の構成糸を１本切断したのち、これを破裂試験装置の試料スタンドにセットした。使用

した試験機は、島津オートグラフD S C - ] 00型で、破裂試験装置は同機の付属装置であ

る。押圧荷重と押し棒の下降長さとを自動記録させ、その荷重一変位曲線からラン抵抗力

およびラン抵抗仕事量を求め、これらによって抗ラン性を評価することを試みた。

　結果　荷重一変位曲線の形状は、P Sのタイプ別での類似性はなく、構造特性に起因し

て各試料によって異なる。ラン抵抗力とラン仕事量との間には、線型の比例関係があり、

両者の関係はy = 0. 004 X十〇。007で示された。抗ラン性の評価には、ラン抵抗力の方が試

料間の差は検出しやすいといえる。
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フレアースカ

共立女大家政

卜のドレープ性と自重伸び

○三木幹子　小林茂雄

》　スカートやワンピースなどの被服は、垂下状態において伸びが生じ、形態変形

すことがある。この現象を自重伸びという。この自重伸びがドレープの外観に与え

は大きく。特に、ニットや薄地織物のような布では。この現象が著しいため被服の

は自重伸びを考慮することが必要である。そこで本研究では。スカートの垂下状態

レープの断面形態を測定すると同時に。同試料での自重伸びを測定し、自重伸びが

トのヘム形態に与える影響を明らかにし、また。布の持つ種々の物理的因子との関

いても検討した。

》　実験用スカ-トには。組織、素材。厚さなどが異なる11種類の試料を用いて、

－キュラースカートを作製した。各スカ-トをシルI ット測定装置にとりつけ垂下

スカ-トの断面のドレープ形状を触針法によりトレースした。それと同時に自重伸

のために試作した自重伸び測定装置により、スカートのヘムの　360度の自重伸びの

測定した。

》　　自重伸び測定実験により、ニットと織物の試料とでは自重伸びの生じ方が異な

う結果が得られた。こツト布ではヨコ方向に伸び。織布ではバイヤス方向に伸びや

いう傾向がある。　この伸び方の差は布の持つ力学的特性の他に、織編構造と関係が

思われる。自重伸びとドレープ性との関係については、自重伸びの生じやすい試料

にくい試料に比べて、ノート数が多く、ドレープ係数が小さいなどの特徴がみられ

　ノ- トの形状も異なる。


